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議事概要記録 

開催日時 令和 7 年 1 月 11 日（土）14:00～16:00 開催場所 
済生会和歌山病院 

7 階多目的ホール 

会議種別 令和 6 年度 第 7 回理事会 
議長 神藤 洋次 

書記 久保 光史 

出 席 者 

<敬称略> 

参加：田中 規仁、神藤 洋次、栗林 伴有、大前 嘉良、丸澤 佳子、久保 光史、 

秋田 豊和、山本 須美子、森下 陽子、中尾 光孝、山中 拓哉、 

橋本 安貴子、葛原 和紀、稲葉 芙佐、小山 明日美、竹中 正人、藤谷 泰明 

計 17 名 

欠 席 者 

<敬称略> 
 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ  

次 第  

議事概要 

報告事項 

1. 会長報告 

2. 日臨技報告 

3. 常務理事会報告 

4. 事務局報告 

5. 学術部報告 

6. 経理部報告 

7. 各種委員会報告 

① 公益事業活動 

② 定款・渉外 

③ 災害対策委員会 

④ 精度管理 

⑤ 会誌編集 

⑥ ホームページ 

⑦ 会報 

⑧ 月例行事予定表 

8. タスク・シフトシェア指定講習会 

9. 第 43 回和歌山県医学検査学会 

10. その他 

 

審議事項 

・次年度予算案審議 

・新理事の追加の伴う公示について 

・研修会、勉強会参加費徴収方法について 

 

 

 

決議事項 

及び 

継続事項 

 

報告事項 

 

1. 会長報告 

和臨技・日臨技・渉外関連について以下のとおり報告あり。 
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和臨技・日臨技関連 

12 月 1 日 和臨技災害フォーラム 2024 済生会和歌山病院 7 階講堂 

12 月 8 日  認定救急検査技師制度審議委員会 Web 

12 月 11 日  第 74 回日本医学検査学会・教育講演Ⅷ座長依頼  

   第 74 回日本医学検査学会運営事務局 

12 月 14 日  令和 6 年度全国「検査と健康展」 イオンホール 

 (予)2 月 23 日 和歌山県医学検査学会 和歌山城ホール 

 (予)2 月 24 日 臨地実習指導者講習会ファシリテイター Web 

 

 

渉外関連 

11 月 14 日 令和 6 年度「和歌山県保健衛生・薬事衛生・生活衛生功労  

者表彰式」              アバローム紀の国 

11 月 17 日  第 29 回和歌山県病院協会学術大会 

  第 20 回和歌山県病院大会 アバローム紀の国 

11 月 18 日  第 43 回近畿支部臨床検査大会(日衛協) 

ホテルグランビア京都 

(予)1 月 18 日 病院協会新春研修会 アバローム紀の国 

(予)2 月 4 日  知事とメディカル・スタッフ団体及び 

病院協会長との懇談会  

   アバローム紀の国 

(予)2 月 11 日 滋臨技創立 70 周年・法人 40 周年記念式典  

クサツエストピアホテル 

(予)2 月 19 日 和歌山県災害医療従事者研修会  

日本赤十字社和歌山医療センター 

 

 

その他 

11 月 11 日  日本臨床検査技師連盟 常任執行委員会（日技連） Web 

11 月 23 日  第 72 回日本職業・災害医学会学術大会 昭和大学 上條記念館 

12 月 5 日  世耕弘茂事務所表敬訪問（日技連） 衆議院第１議員会館 

12 月 19 日  日本臨床検査技師連盟 常任執行委員会（日技連） Web 

(予)1 月 20 日 日本臨床検査技師連盟 常任執行委員会（日技連） Web 

(予)1 月 24 日 日臨技賀詞交歓会（日技連） 都市センターホテル 

(予)1 月 25 日 令和７年日本臨床検査技師連盟執行委員会（日技連）  

都市センターホテル 

2. 日臨技報告 

栗林副会長/日臨技理事より報告 

11 月 16 日   理事会（第 5 回）・理事研修会      

ステーションコンファレンス川崎 
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●令和 6･7 年度 次世代人材育成プロジェクト WG スタート 

2014 年にスタートした「地域ニューリーダー育成研修会」は第 1 期（7

回）、第 2 期（2 回）が開催されている。研修会受講者から地臨技理事

や日臨技理事等を輩出しているが、受講者の絶対数が少なく特に地臨技

では更なる人材育成が急務な状況である。本 WG は第 2 期研修会以降を

見据えて、「次世代人材育成プロジェクト」として門戸を広げて支部単

位で開催するなど、さらに多くの人材育成が達成できるように研修会の

運営方法、内容等について検討することを目的とする。 

その後、令和 7 年度都道府県技師会との関連事業（予定）について（案）

が和臨技義務局に届き、「地域ニューリーダー育成研修会」は、より現状

に即した育成研修のあり方を検討するため、令和 7 年度は実施しません。

新たな開催要綱の整備等により、令和 8 年度より開催を予定。 

 

●各地臨技の青年部の立ち上げについて 

全国で約半数の都道府県で立ち上げを考えている。今後、和臨技で本格

的に考えていかなければいけない案件となる。青年部から未来のニュー

リーダーを見据えている…山中理事 

 

●検査と健康展の振り返りについて 

臨床検査技師の認知度の向上を目指しているが、近年健康診断になってい

るところがある。一度、振り返るためにもアンケート調査を実施すること

となった。 

別紙資料 提出期限 令和 7 年 1/20…日臨技 12/18 メールより 

次年度も 11 月を目途に開催の要請あり…橋本理事  

 

●令和７年度 一般政策要求 

自由民主党に 5 点の政策要望を提出予定 

別紙資料 

 

12 月 14 日 令和 6 年度認定心電検査技師制度 第 4 回 試験 WG 会議  

日臨技会館 

●令和 6 年度心電検査技師認定試験 実技相当試験採点業務 

 

その他                                       

●横地会長 和臨技理事会参加日程および開催場所について 

2025 年 5 月 24 日（土） 13 時～15 時 和臨技理事会 

15 時半～17 時半 施設長連絡会議 

日臨技は以上の予定を受理されていましたが、横地会長の三重臨技総会

参加の都合により変更のお願いあり。和臨技常務理事会で審議した結

果、5/24 の横地会長招聘は一旦白紙とし日程等については再度審議とす

ることとなる。 
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●日臨技 地域貢献賞 

この賞の選考基準として、各支部において、長年に亘り臨床検査を通じ

て住民の健康保持、増進に寄与したと認められる者に対する表彰とする。

表彰対象者は、表彰を受ける年の 4 月 1 日の時点において永年職務精励賞

受賞者であって、各支部が推薦した者とする。ただし、選考時にこの会の

理事及び理事経験者である者は除く、とされる。 

推薦は既に 11 月末で締め切られていたが、支部内連携の不備より年末

27 日に被推薦者を年内に届け出るよう通達があった。よって、昨年度の

近畿支部医学検査学会の実行委員長である神藤洋次 副会長を推薦するこ

とを急きょ常務理事間で確認し推薦した。 

火急な案件であったため、理事会には事後報告となった事について会長

から謝罪があった。 

3. 常務理事会報告（別紙参照） 

① 日臨技報告 

② 次年度事業計画案と予算案について 

③ 新理事候補者について 

④ 日臨技会長の招聘について 

⑤ 第 43 回和歌山県医学検査学会 進捗報告 

⑥ 勉強会参加費徴収方法について 

⑦ 事務局議案登記作成マニュアル、次年度スケジュール案、理事会・学

術部懇親会 

⑧ 知事とメディカル・スタッフ団体及び病院協会会長との懇談会 

その他 

 

4. 事務局報告 

 

11 月 15 日 日臨技貢献賞（個人）推薦 

日臨技 

11 月 28 日 令和 6 年度 病院協会新春研修会の開催 

和歌山県病院協会 

12 月 4 日 知事表彰候補者推薦の辞退 

和歌山県 

12 月 9 日 「インフルエンザウイルスを検出する体外診断用 

医薬品の添付文書等の自主点検等について」 

日臨技 

12 月 12 日 『医療事故の再発防止に向けた提言第 20 号の公表に関す 

る通知』 

日臨技 

12 月 12 日   学術部第 3 回生理検査班研修会講師依頼状 

和臨技 
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12 月 12 日 ボランティア活動ができる技師の育成講習会賛助会員 

協力依頼状 

和臨技 

12 月 16 日 災害対策整備 Q&A_241216 

日臨技 

12 月 17 日 「第 65 回全国国保地域医療学会」後援名義 

第 65 回全国国保地域医療学会 

12 月 23 日 知事とメディカル・スタッフ団体及び病院協会長との 

懇談会の開催 

和歌山県病院協会 

12 月 23 日 令和 6 年度和歌山県災害医療従事者研修案内 

和歌山県 

12 月 23 日 令和 6 年度医療機関向け BCP セミナー案内 

和歌山県 

12 月 26 日 学術部第 3 回微生物検査班研修会講師依頼状 

和臨技 

12 月 27 日  提言第 20 号 血液検査パニック値説明会（案内） 

日臨技 

1 月 7 日 第 30 回和歌山県病院協会学術大会企画運営委員会 

（第 1 回）の開催 

和歌山県病院協会 

以上について報告。 

 

・災害医療従事者研修参加希望者があれば事務局まで連絡。 

 

5. 学術部報告 

大前学術部長より報告。 

日臨技 生涯教育研修助成金申請 2025/1/11 現在(和歌山県) 
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第 74回日本医学検査学会 和臨技会員シンポジスト・座長・演者一覧 

2025 年 5 月 10 日（土）・11 日（日） 

大阪国際会議場（グランキューブ大阪） 

 

●一般演題座長 

・一般検査部門  座長 南方 博至（和歌山県立医科大学附属病院） 

 

・微生物検査部門 座長 口広 智一（公立那賀病院） 

 

●一般演題 発表 

一般演題演者 

【418】和歌山県臨床検査技師会におけるリーダー育成研修会の活動報告 

久保 光史（社会福祉法人 恩賜財団 済生会和歌山病院） 

【476】心エコー図検査にて左室壁の心筋性状変化を観察し得た心臓サル

コイドーシスの 1 例 

大前 嘉良（紀南病院） 

 

●和臨技勉強会マニュアルの改定について（別紙資料参照） 

行事予定表などでの講師敬称の統一、その他運営上の不明点等に関する問

い合わせ先などについて改定。 

 

6. 経理部報告 

丸澤経理部長より報告 

・令和 7 年度予算案について別紙の如く説明。 

今後数年の運営状況を考えると、決して潤沢な予算状況ではない。加え

て物価高騰・物流/輸送費高騰についても想定されることから、開催実績

等も踏まえ、申請予算より削減する事業もあり。 
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7. 各種委員会報告 

① 公益事業活動 

橋本理事より令和 6 年度検査と健康展開催報告（別紙資料参照） 

 

【開催日時】 令和 6 年 12 月 14 日 (土) 10：00～16：00  

【開催場所】 イオンモール和歌山 3F イオンホール  

【開催運用】 今年度も医師の招聘は行わず、臨床検査技師のみで運用し

た  

【開催 ﾃｰﾏ】 臨床検査技師のお仕事を知ってもらおう!!  

【注意事項】 模型を用いた検体採取は鼻腔からの採取に限定 

【結 果】  来場者数：158名  

 

② 定款・渉外 

特記事項無し。 

 

③ 災害対策委員会 

秋田理事より報告 

災害フォーラムの開催報告 

日時：令和 6 年 12 月 1 日（日）14：00～16：00  

場 所：済生会和歌山病院 7F 講堂 

 

テーマ『臨床検査技師は災害医療現場で何ができるか』 

～ロジスティックス？救護班？それとも…～ 

 

「JIMTEF 災害医療研修を受講して」～わからん略語がいっぱい～ 

秋田理事 

「災害医療の段階に応じた臨床検査と支援」 

東京医療保健大学 医療保健学部 医療栄養学科 臨床検査学専攻  

三村 邦裕 先生 

 

三村先生の講演では災害発生時の基本対応である「CSCATTT」を初期段

階から臨床検査技師が関与できるよう「CSCA3Tts」を唱えられた。 

①Tts はトリアージ検査、②Tts は治療検査、③Tts は搬送検査で、臨床

検査技師にトリアージのための検査スキルが求められる。①の場合、1)ト

リアージタグの色区分を理解し、患者がどのような状態かを瞬時に見極め

る。2)続いて行われる臨床検査の優先順位や項目選択を医師に提言でき

る。3)二次トリアージの際に臨床検査技師の有用性を示すことができる。

②では FAST を活用できる臨床検査技師が、③では FAST や POCT が実

施できる臨床検査技師が求められるという。今回の参加者は初期段階から

災害現場で活動できることに対し、非常に勇気をもらう講演となったと思



 

 8 / 11 

 

われ、このような臨床検査技師を育成できるような企画もしていく必要が

ある。 

 

 

④ 精度管理委員会 

中尾理事より報告 

●11/5 施設別報告書、総括統計を公開した。 

微生物分野で、システム設定の不備による誤評価（誤：B 評価→ 正：A

評価）があった。対象施設は 3 施設であり、中尾より、当該施設へお詫

びと修正連絡を行った。施設別報告書、最終頁のみ発行年月変更を失念

しており、修正開示を行った。現在、調査願いの回収を終え、各部門に

て報告書作成中。 

病理・細胞、生理は完了。微生物は副学術部長査読中。免疫は修正中。臨

床化学、血液、一般は提出待ちの状態にあり、全てが揃い次第統合し、完

成次第、理事各位へ査読依頼の予定。 

 

 

 

⑤ 会誌編集 

小山理事より報告 

・第 52 巻「会誌和臨技」進捗報告 

論文 3 題、報告 4 題、広告 29 社 

その他、学術活動記録、賛助会員名簿、学術部名簿、各種委員会名簿掲載

の予定。 

 

久保事務局長より、最終掲載予定の賛助会員名簿について確認をさせて頂

きたい旨の申し入れあり。後日資料共有の上、確認を行う。 

 

⑥ ホームページ 

山本理事より報告 

メーリングリストの廃止、JAMT システムメーリングリストへの移行に

ついて 
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2025 年 3 月で使用期限終了に向けて、会員への周知文を配信済み。 

3 月に向けて再度配信することで一致。 

現在のメーリングリストは 3 月 31 日までで使用終了。 

 

⑦ 会報 

葛原理事より報告 

別紙会報発行報告。 

 

発行日：11 月 27 日 

発行部数：500 部（会委員数 438 名、賛助会員企業 45 社、合計 483） 

12 月下旬に和臨技 HP へもアップロード完了。 

会員氏名について 2 名の誤植報告あり。HP 掲載分については修正済み。 

⑧ 月例行事予定表 

稲葉理事 特記事項無し。 

 

 

8. タスク・シフトシェア指定講習会 

森下理事より報告 

 

●第 6 回目（和歌山市） 

・開催日 2025 年 1 月 19 日（日）8：50～16：30 

・場所 ビッグ愛 12F 会議室  

・講師 味村俊樹先生  

和医大附属病院 山本美子先生・雑賀祐子先生 

・申し込み期間 2024 年 10 月 1 日～2025 年 1 月 9 日 

・定員 60 名 

・募集範囲 和歌山県および近畿支部の府県 

和歌山県：35 名、大阪府：19 名、京都府：3 名、滋賀県：2 名、 

奈良県：1 名 
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9. 第 43 回和歌山県医学検査学会 

森下実行委員長より報告 

・企業広告、企業展示、ランチョンセミナー 

協賛企業一覧、入金確認済み企業に領収書発送 

・座長に委嘱状発送 

・意見交換会参加者募集中・ランチョン弁当 150 食 

・会場レイアウト、垂れ幕、会場マニュアル等作成中 

・抄録集原稿、印刷準備中 

・第 3 回実行委員会 2 月 6 日（Web）開催予定 

 

審議事項 

●次年度予算案審議 

丸澤経理部長より、令和 7 年度予算案について別紙の如く説明。今後数年

の運営状況を考えると、決して潤沢な予算状況ではない。加えて物価高騰・

物流/輸送費高騰についても想定されることから、開催実績等も踏まえ、

申請予算より削減する事業もあり。 

→承認された。 

 

●新理事の追加の伴う公示について 

紀中、市内地区に関しては 3 名の候補者あり。 

紀北、紀南については現時点での候補者なし。 

竹中監事より、定款では「20 名以内」となっているので、無理に 5 名追

加するのではなく、現在の候補者 3 名を追加して 18 名でよいのではない

かと指摘あり。→承認された。 
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●研修会、勉強会参加費徴収方法について 

・徴収方法について改めて検証 

検証方法は、具体的に理事担当研修会（例えば都道府県技師会ニューリ

ーダー研修や学術合同研修会）などでクレジット決済やその他電子決済

を試験運用することで一致。その後、方法決定の上、各班へ周知。 

 

現在電子決済を行う上での銀行契約について対応中であるが、契約上登記

簿住所が必須となる。ただ現在の登記住所には役員が不在の状況であり運

用上不都合が発生している状況である。これらを踏まえ、今後登記簿住所

について和歌山県立医科大学附属病院への変更を検討している旨について

神藤副会長よりご提案あり。 

→ 登記住所変更について承認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録作成 令和 7 年 1 月 29 日 氏名 久保 光史 提出 令和 7 年 1 月 29 日 

※ 諮問委員会で「報告書」が提出される場合、「委員会議事録」が別途作成添付される場合は

添付資料で可 


